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都合により変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
診療時間外に、急病などで受診が必要なときは、
救急医療情報センター（☎36─1133・ホームページ http://www.qq.pref.aichi.jp/）に問い合わせてください。
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コラム 今月のテーマ
「私の介護体験④」認知症とこれから

80歳を過ぎてから認知症を発症した、実の母を介護しました。
家事が得意だったのに、よく鍋を焦がすようになり、認知症に気づきました。そのころ引っ越しをし
たこともあり、以前住んでいた場所に帰りたいと言って家を出て行ったり、誰にどうやってつれて行っ
てもらったのか、実際に前の家に帰っていたこともありました。
94歳で亡くなるまで、口も足も達者でしたので、歩いて遠くまで行ってしまったり、警察に迎えに行
くこともしばしば。対策として、服や持ち物には名前を書きました。社交的な性格は認知症になっても
変わらなかったので、デイサービスには気分よく行きましたし、たくさんおしゃべりして気を遣って帰
ってくるので、その夜はよく寝てくれたものです。ただし、ショートステイで泊まるのは嫌がりまし
た。気が休まらないのと、タバコとお酒が好きだった母は、それをガマンするのがつらかったのです。
私たちは共働きで、元気なころは家事や孫の世話をして母が生活を支えてくれました。認知症になっ
てからも日課の買い物を続け、不要なものをたくさん買ってきたり、会計が済んだと勘違いして商品を
持ち帰ってしまうことがありました。ただ、母の楽しみでもあるので、私がついて行き、後ろから、
「まだ会計が済んでないよ」とか「それ家にあるよ」とさりげなく声かけするようにしました。（店で
ケンカになることもありましたが…。）お金の管理は徐々に額を減らしていきました。本人は自分がで
きなくなったことをなかなか認めませんし、叱ったり説得しても納得はしません。
母の生活は認知症の進行に伴い、ゆっくりと変化していきました。ですから、大きく環境を変えたり
今までしていたことをやめさせるのは本人にも負担になることがわかりました。私たち家族は、その変
化にひとつずつ対応していきました。（次号に続く）

認知症についての相談
はこちらへ

いきいき広場内福祉まるごと相談グループ（いきいき広場2F）　☎52－9610
認知症介護相談（認知症の人と家族の会）平日 月～金曜日10時～16時　　☎0562－31－1911

☆高浜市歯科医師会　＜診療日＞日曜　 ＜診療時間＞9:00～12:00

☆高浜市医師会　＜診療日＞日曜および祝日　 ＜診療時間＞9:00～12:00、13:30～17:00
※ただし、１月１日～３日の診療時間は、9:00～12:00です。
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地域で見守る子育て！子育ち！地域で見守る子育て！子育ち！地域で見守る子育て！子育ち！地域で見守る子育て！子育ち！
冬場の子どもの危険！

部屋や体を温める暖房器具も、使い方によっては事故やけがの原因となることがあります。

問合せ先　いきいき広場内保健福祉グループ　☎52－9871

問合せ先　いきいき広場内保健福祉グループ　☎52－9871

特定健康診査は、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）を早期に発見し、生活習慣病を予防する
ことを目的とした健康診査です。高浜市の受診率は47.0％（平成2６年度）であり、半数以上の方が受診
していません。
しかし、グラフに示すようにメタボリックシンドロームでは22.5％、予備軍では12.0％と愛知県と比較し
ても高い割合にあります。また、「20歳の時の体重から10㎏以上増加している」人が、高浜市では39.0％
と県の32.3％と比較しても割合が高く、リスクが高いこと
がわかっています。
食べすぎ、運動不足、喫煙など、日常生活にはメタボリッ

クシンドロームの原因が多くあります。気づかないうちに内
臓脂肪が蓄積しているかもしれません。早めに健診を受け
て自分の健康状態の確認をしてみましょう。また、健診を受
けてメタボリックシンドローム・予備軍と言われた方には、特
定保健指導を実施していますので、いっしょに生活習慣を
見直してみましょう。

健康
たかはま２１健康
たかはま２１健康
たかはま２１

健康診査を受けましょう

データ：KDBシステムより

電気カーペット
やけどを想像できないくらいの低い温度でも、同

じ場所に長時間触れることでやけどを引きおこして
しまうことがあります。
★事故多発年齢：すべての年齢
★使い方：同じ姿勢で長時間使用しない。

睡眠時の使用は避ける。

加湿器（スチーム）
子どもの3人に1人が加湿器や炊飯器などの蒸

気によるやけど体験をしています。蒸気によるやけ
どは重症ケースが少なくありません。風邪予防に効
果的ですが、手の届かない所へ置きましょう。
★事故多発年齢：生後６か月以降

ストーブ、ヒーター
子どもは、危険と知らず興味を持ったものに触れ

たり指を入れます。明らかに熱いものは囲いをつけ
るなどして触れないようにしましょう。また、ストーブ
におかれたヤカンの落下による事故も少なくありま
せん。
★事故多発年齢：すべての年齢
★一酸化中毒予防のために換気をしましょう。
★睡眠時の使用は避けましょう。
★室内温度は、21～23℃程度が最適です。

危険から子どもを
守りましょう！


